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て大豆 (ひとつ 0.4g前後)が提示された｡ (ハ)スケ
ジュー ル制御部 強化子や刺激提示のコントロー ルが行
なわれた｡豊壁 漸次接近法を用いて.最終的には.遠
近違えて投示された2本の棒のうち.サルに近い方の枠
に対応したパネルを押すような反応が形成きれた｡垂壁
2本の樺は,サルから78･5cmを中心として.前後方向
にそれぞれ同距離だけ移動させて提示された｡この移動
距離×2が奥行距離差にあたる｡奥行視力は.両眼視と
単眼視について測定された｡
結果 :2頭のうちS-1のみ.180日間の訓練の後.完
成基準に遷した｡両眼視の場合.平均 23mmの奥行距
離差まで弁別でき奥行視力は.4′49′/であった｡一方単
眼視では.平均 79mm の奥行距離差まで弁別でき,輿
行視力は,16′34′であった｡ これらの結果からニホン
ザルは,奥行弁別に,いわゆる両眼視手がかりを用いて
いることがわかった｡さらに,単眼視でも.ある程度ま
では奥行弁別が可能なことがわかった｡
ニホンザルの運動閲値の測定
長田 佐久 (立教大･文)
目的 実際に運動している対象が存在していても.遊
動の知覚が成立する条件は限られた範囲のなかにあろ｡
刺激の動きが知覚される最小限の速度は,対象が不等E
の視野内を移動するとき.ヒトでは視角にして1-2分
/秒であると報告されている｡本研究では.この間伯の
測定をニホンザルについておこなった｡
方法 2頭のこホンザル (3-4才)を被敬体とした｡
小暗壷にサル用ブースを入れ,被験体はブース内でtEi径
40mmの円周上に. 4光点を十字型に配位した円運動
刺数を観察した｡観察距離は約 20cmで両眼自由祝で
ある｡反応が生起しない場合には.刺激呈示時間は5秒
で打切られた｡ブース内の一面に超勤刺激と静止刺激を
同時呈示し.強化に大豆を用いて弁別学習がおこなわれ
た｡利敵の輝度は一定である｡
結果 運動光点に対応するキ 押ーし反応が擢立した段
階で運動光点の回転速度を拭少させた｡1日につき20試
行をおこない,90%の正反応が生起したところで.速度
を減少させ,これを項次繰返した｡1回転690秒のiE径
40mmの円運動刺激と静止刺激の弁別が可距であった｡
これは毎秒移動視角にして.約3.13(分)である｡こ
れを閉値とみなすことができるが,実験の継純によって.
現在の閉値が多少減少することが示唆きれた｡また.刺
激呈示時間を投大5秒とし.反応潜時が同時に記録され
たが.それによろと運動速度が遅くなると.反応潜時は
次第に長くなった｡たとえば,正反応時の反応沼時は毎
秒移動視角にして.36-8分の範囲では.2.0秒以下で
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